
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

さわやか港南 

グループ結成の

経緯・応募に至

った経緯 

2001年から、見守り活動を実施。2006年にはまち普請で、車いす使

用者のためのリフト設置と相談ルームを増設し、その後も地域で在

宅支援サービスを中心に活動を広げてきた。 

今回、活動拠点として25年間お借りしていた家が、家主の方が亡く

なったことで処分されることになった。これまでの活動を絶やさな

いためにも、新たな場所で気分も一新し、再出発したいと思い、ま

ち普請に応募した。 

現在の主な活動

内容・活動実績 

2001年から、「困ったときはお互い様」という助け合いの精神で会

員相互にサポートしあう「有償サービス」や、だれもが集える「地

域の居場所づくり」に取り組んでいる。また、もっと拠点が欲しい

という思いから、13年ほど前からお寺の敷地で毎月３回茶店を運営

しており、近隣住民の交流の場となっている。 

近年は、地域ニーズにも対応し、不登校・ひきこもりの支援活動や

配食サービスにも取り組んでいる。 

提案場所 
    港南区日限山一丁目 

提案名 

（25字以内） 

つながりみまもる広場 

提案する施設の

概要（80字以内） 

多世代の人たちがともに暮らしていくための温かい心のよりどころ

となる地域拠点の整備 

具体的な整備内

容（【ハード整備】

何 を 整 備 し ま す

か。） 

＜茶屋（居場所・配食サービス） 位置図①＞ 

・キッチン整備・クーラーの取り付け 

＜相談受付・事務所 位置図②＞ 

・シャッター取り替え 

・基礎修繕、コンセントの取り付け等 

整備費用の概算額：約 500 万円 

活 用 イ メ ー ジ
（【ソフトの取組】

提案する施設でど

のような活動を行

いますか。整備す

る場所に触れて説

明してください。） 

・地域の見守り活動 

・地域のよろず相談所 

・不登校・ひきこもりの支援 

・配食サービス 

・多世代が集える食堂 

・地域イベントへ提供する料理の下準備など 

事務仕事及び温かい心のよりどころとなるまちの拠点、皆さんが安

心で安全な場所としての機能を持たせたい。 



提案の背景（な

ぜ 提 案 を す る の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

まち普請で拠点の整備をしたことにより、相談件数が増え活動が広

がった。公的資金が入ることで、安心できる場所になり、子どもか

ら大人まで立ち寄る場所になった。一方、日限山地区では高齢者の

数は年々増加しており、一部の地域では高齢化率が40％を超えてい

る。そのうち虚弱・障害等の歩行困難者も多く、地域の見守り活動

は非常に重要な活動となっている。また、防災に関しても、いろい

ろな備蓄ができるようになり安心材料が増えたが、災害の多い日本

で、一人一人がしっかり命を守る意識を身に着けることも重要であ

る。これまで培ってきたネットワークを生かして、コミュニケーシ

ョンを強化し、災害時に助け合えるようにしたい。また、提案場所

の整備を行うことで、炊き出しなど地域の防災拠点としても利用で

きるようになる。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

おたがい声をかけられ、資格をもたない人でも日常・災害時に助け

合い活動ができる町にしていきたい。助け合い活動が持続すること

で、この地域で年を重ねることに安心感を持ち、地域で過ごすこと

が楽しみになる町を目指していきたい。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

・地域の中には、いろいろな資格を持っている方がおり、整備に協

力をいただけるかお声がけをする。 

・備品は、地域の人からの寄付を募る。 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

・地域の福祉系の団体や社協などと連携している。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

長年、地域の交流の場を運営してきた実績があります。地域のコミ

ュニティづくりに終わりはありません。私たちの行っている活動が

長く続くことで、ここで育つ子どもや子育て世代（現役世代）にも

存在を知ってもらい、この地域で年を重ねても安心で楽しみだと思

ってもらいたいと思っています。古くなった場所を整備することで

新たな担い手のやりたいことの実現にもつながると考えています。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

建物の所有者 説明済み 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 第１次提案書（添付書類を含む）の内容に個人情報は含まれていません。 



位置図 

 
（出典：横浜市 i-マッピー） 

① 茶屋（居場所・配食サービス） 

② 相談受付の場 

元さわやか港南 



現況写真 

〇茶屋（居場所・配食サービス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇相談受付・事務所機能の場 

 

 

 

 

 
利用者が安全・安心に利用できるためのシャッター取り換え 



①茶屋（居場所・配食サービス）の整備

②相談受付・事務所機能の場の整備



さわやか港南 主な活動 

1.有償サービス 

港南区やその近隣区において『困ったときはお互いさま』という助け合いの精神で会員相互にサポ

ートし合う「有償サービス」を実施 

・在宅支援サービス（家事援助、病院などの付き添いなど） 

・子育て支援サービス（送迎、託児、産前産後のお世話など） 

・部屋の貸出し 

・その他、日常生活のサポート（ペットの世話、大工仕事など） 

 

 

 

 

 

 

 

2.地域の居場所 

地域のたまり場、お茶の間として、子どもから高齢者までの人達が世代を越えて交流できるスペー

スを設け、各種事業（イベント・講座等）を実施 

<主な事業> 

・学校以外に居場所を求める子ども達の居場所・交流場所として、学習サポートや課外学習 

・放課後、ボランティアによる学校の宿題などの学習サポート 

・障害者を対象に、各種レクリエーションなどの交流事業 

・そのほかイベントやサークル活動等 

・日限地蔵尊境内で地域の居場所として茶店を運営(月 3回) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.よろず相談所 

地域の人が、気楽に立ち寄り、日常生活でちょっと困った時に相談することができる場所。相談内

容に応じ、さわやか港南が実施する「有償サービス」のほか、区役所などの行う「公的サービス」や

民間団体が行うサービスへの紹介・調整を実施 

配食サービスお弁当(毎週水曜実施)  

 

子どもの居場所 

日限地蔵尊境内で茶店を運営 大人向けの講座 
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